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修士論文（概要） 

「ニューカマーのための外国人学校と日本語教育 

           ―X市ペルー人学校におけるエスノグラフィーを通して―」 

坂田 麗子 

 

１．問題の所在と目的 

1990年の出入国管理法の改正以来、ラテンアメリカからの出稼ぎを目的とした在日日系

人が急増し、滞在の長期化から就学年齢にあたる子どもの数も増加した。2004年現在、ニ

ューカマーの一構成員を成すラテンアメリカ諸国から来日した出稼ぎ労働者の子どもたち

は、不就学の子どもを除き、日本の公立の学校や、ブラジル人学校・ペルー人学校といっ

た外国人学校に通っている。日本の小中学校では、ニューカマーの適応、教科、母語指導

などの問題が早くから問題視され、その研究が年少者日本語教育において行なわれてきた。

しかし、外国人学校では、外国人学校の現状やそこで生じる問題自体が明らかではないた

め、日本語教育における研究が行なわれてこなかった。 

このことから、本論文では、ラテンアメリカからの出稼ぎ労働者の子どもを対象とする

外国人学校に限定し、そこにおける日本語教育の不在を問題の所在としながら、ニューカ

マーの外国人学校における日本語教育の構築を試みることを目的とする。そのために、ま

ず理論研究としてニューカマーの外国人学校における日本語教育とは何かを考察し、次に

ニューカマーの外国人学校を従来取り上げられることのなかったＸ市ペルー人学校をフィ

ールドにして明らかにしていきながら、Ｘ市ペルー人学校における日本語の授業実践を検

証することで、ニューカマーの外国人学校における日本語教育とは何かを追究する。 

研究方法は、ペルー人学校という「未開社会」を捉えること、そして筆者が日本語教師

として直接関与する日本語の授業を検証することの二つの観点によるエスノグラフィーか

ら成立する。フィールド・サイトは群馬県Ｘ市にあるペルー人学校で、期間は 2003 年３月

17 日から 2004 年 11 月 24 日であり、対象はペルー人学校の児童生徒、教師、保護者であ

る。その期間における日本語の授業や学校行事、また 2004 年 8 月 30 日から 9 月 14 日の

16 日間における泊り込み調査から完全参与型の参与観察とインタビュー調査を行なった。

データ保存方法は、筆者自身が唯一のツールであり、参与観察やインタビューはフィール

ドノーツにその都度書き留めた。 
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２．理論：ニューカマーの外国人学校における日本語教育 

1990年後半から、子どもの母国でのシフトに合った教育や母語保持のために、ブラジル

人学校が設立され（小内 2003b）、今日では、日本の公立学校を断念して通う子どもや不

就学の子どもの居場所の機能も果たすようになっている。このような外国人学校に通う子

どもが多様化する中、外国人学校では日本政府による問題があり、外国人学校は正規の「学

校」ではないため中卒や高卒の資格を得ることができない（小内 2003b、今津・松本 2002）。

次に、教育環境と教育運営の問題があり、外国人学校は自治体や企業からの財政支援がな

いことから授業料が高く、学校の土地や建物を確保することが困難である。また、児童生

徒の転出入が多く、その都度教員や教材の確保や、カリキュラムの調整に追われている（今

津・松本 2002）。その他には、子ども自身が抱えさせられている問題で、学校や国の行き

来によって学習困難やアイデンティティの問題を抱えている。 

これらの問題から、ニューカマーにおける外国人学校は、日本における出稼ぎ労働者の

社会構造のもと、日本政府、子どもの親、エスニック・コミュニティが各々抱える問題と

深く結びつき、それが子どもの抱える問題に悪影響を及ぼしていることが明らかになった。

この複雑で絡み合った問題を改善していくためには、国の出稼ぎ労働者への体制や、ニュ

ーカマーの教育体制からの外側からの改善をただ待つのみではなく、ニューカマー自身へ

の教育によって教育問題を改善していくことが重要である。そして、その教育とは、子ど

もが他者と関わりを持ちながら自己変容をし、様々な問題を乗り越えていけるような社会

変革を目指した教育である。ニューカマーのための外国人学校における日本語教育とは、

多文化教育の理念のもと、自己変革・社会変革を目的とするものであり、人との関わりに

よって学習を促進しながら、子どもが地域社会とエスニック・コミュニティの架け橋とな

ることなのである。 

このような日本語教育の理念のもと、具体的に行なっていく方法として総合学習に基礎

をおいた日本語教育を提案した。総合学習とは、教科の枠組みや境界にとらわれずに、テ

ーマやトピックのもと、自らを取り巻くさまざまな環境との直接的具体的な関わりや体験

活動を通し、その子の興味や関心や気づきを大切にしながら、問題解決を行い、「その子自

身の学び」をつくり出し実践していく学習である。その学習を日本社会で日本語を通して

行なうことで、外国人学校における日本語教育の理念であげた、地域社会とエスニック・

コミュニティを結ぶ役目を果たすことができるのではないだろうか。 
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３． 実態調査 

3-1 Ｘ市ペルー人学校 

Ｘ市ペルー人学校は 1999 年に日系２世のＬ氏によって開設された。在籍する子どもは

22 名で、４歳から１６歳の子どもが幼稚部、小学部、中学部の３つのクラスに分かれてい

る。教員は、日系人の校長先生とＩ先生、そして筆者の３名である。授業は９時から昼休

みをはさんで４時まであり、授業内容は、ペルーの教育省が認可する通信教育のカリキュ

ラムにそってスペイン語によって授業が行なわれている。 

調査の結果、Ｘ市ペルー人学校では、日本政府の位置づけと出稼ぎ労働者の親の狭間で、

経営難や教員の雇用、学校環境、児童生徒の転出入の変動、地域社会やペルー人コミュニ

ティとの関係など深刻な問題を抱えていることが明らかになった。そして、子どもの将来

のために学校は存在するにも関わらず、そこに通う子どもたちの将来が保障されていない

現状があった。子どもの自己改革と社会変革を目指した教育が校長先生による絶え間ない

努力が行なわれていながらも、学校の経営難や親の教育観、日本政府の力に押され、うま

く改善に結びついていないことが実態調査で明らかになった。 

3-2 Ｘ市ペルー人学校の日本語教育 

2003年 3月から2004年 8月まで行ってきた日本語の授業から、日本語の授業の問題は、

第一にカリキュラムにおける問題があり、子どもの背景が異なることで日本語のレベルが

全く異なるため、ひとりひとりのニーズに合った授業内容を設定することが困難であり、

また転出入が激しいことから予定学習期間を設定することや、人数を想定した準備を行う

こと、毎回の授業内容を継続することができない。また、週に一度という限られた日本語

の授業の中で、日本語の習得をはかることが難しい。次に、運営面の問題があり、人手が

足りないことや空き教室がないこと、教室内の冷暖房の設備が整っていないことから、学

習環境が劣悪である。その他には、教師の時給が低く、支払われないことがある中で、子

どもに配布するプリントの作成費やコピー代等が全て教師の負担となる。最後に、日本語

の授業における子どもの問題があり、子どもは日本語を学ぶ必要性を感じておらず、この

ことは宿題や授業態度に影響している。そして、学校に編入する以前の体験や親の背景な

どの原因によって子どもは精神的な問題や言葉、学習面の問題を抱えている。また、幼稚

部や小学部は、勉強道具を持ってこなかったり、殴り合いのけんかが始まったり、人から

借りたものを返さなかったり失くしてしまうといった授業を受ける以前の問題があった。 

以上から、ペルー人学校における日本語の授業は、ペルー人学校における日本語教育の
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目的や方法の不在と、出稼ぎ労働者の社会構造を根底にしたペルー人学校における問題が

影響し合い、問題が肥大していることが明らかになった。このことは、カリキュラムを改

善しても日本語の授業が改善するとは限らない可能性を示唆している。この問題を解決し

ていくためには、日本語の授業においてもペルー人学校における教育のあり方とともに、

学校における問題と向き合いながら教育を施していく必要がある。そのためには、日本語

の授業を継続し、児童生徒との信頼関係を築いていきながら、児童生徒一人一人に適した

日本語教育を追求することと同時に、学校の問題を考慮した授業を行っていく必要がある。

そして、授業内容の継続による児童生徒の学習を確保していきながら、児童生徒に日本語

を学ぶ意味を考えさせていくことが重要である。ペルー人学校における日本語の授業は、

ペルー人学校における自己変革・社会変革とともに立ち上がる必要があり、ペルー人学校

の問題への施策を補い、また支える役目を果たす可能性を持っているのである。 

 

４． Ｘ市ペルー人学校における授業実践 

前述したＸ市ペルー人学校における実態調査のもと、2004年９月１日から 11 月 24 日に

行った幼稚部、小学部、中学部の三つの日本語の授業を授業実践とし、三クラスの児童生

徒の日本語を学習する意欲、日本語の学び、また彼らが抱える問題の三つの観点から実践

期間における変化を検証した。その結果、幼稚部は振る舞い方や人との関わり方に問題が

あり、小学部は他人に対して無関心であること、中学部は問題から逃れ、視野を広く持た

ないことに問題があることが明らかになった。この段階別の子どもの抱える問題は、発達

段階的に抱える問題とともに、家庭やそこの社会が、日本における彼らの社会構造と強く

結びついていることがいえる。このことから、ペルー人学校における日本語教育は、日本

における彼らの社会構造を理解した上で行っていく必要があることが、本実践によって実

証することが可能となった。本実践は、日本語教育を検証したのではなく、日本語教育を

行うための社会を検証したことになった。これは、日本語の授業がどうであったか、子ど

もの言語活動がどうであったか、既習の日本語をどう応用させるかなどの検証のレベルに

は達することができなかったことを表している。しかし、教師の児童生徒たちとの関わり

や、日本語の授業における変更点、授業の内容の変化によって児童生徒たちの日本語に対

する意欲を向上させ、日本語の授業の基盤を作ることができた。意欲が向上した児童生徒

に、今後どのようにその意欲を継続させ、言語活動や学習、生活で抱える問題などに絡め

て授業を展開していくことができるかが、本実践においての重要な課題である。 
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総合学習に基礎をおいた日本語教育に関しては、本実践では子ども自身が学びたいこと

を自らが学ぶのではなく、自ら学びたいことを教師によって学ばせていたことから、総合

学習における理念とは異なった見解になった。しかし、このことが総合学習に至らなかっ

た点ではない。むしろ、そこに言語教育の意味がある。言語が異なる環境で自らが学びた

いことを学ぶことは、まずは異なる環境の言語の最低限の基になる部分が理解できる必要

がある。その基を言語教育によって育成しながら総合学習の要素を含めた活動を行ってい

くことで、教師ではなく子どもが自ら学んでいけるような力を育んでいくことができるの

ではないだろうか。本実践では、総合学習において言語教育を上手く取り囲んだ上での実

践を行うまでには至らなかったが、それを行なうための環境を整える段階までには達する

ことができた。総合学習における日本語教育とは、どの環境においても、自らの学ぶ力を

育成することができるために、総合学習的な要素を含めながら言語教育を行っていくこと

なのである。 

 

５．結論 

本論文では、ニューカマーの外国人学校における日本語教育を構築するために、ニュー

カマーの外国人学校における日本語教育を理論研究から検証し、さらにペルー人学校の実

態を捉えながらペルー人学校における日本語教育の実践を行なった。その結果、外国人学

校における日本語教育の重要性が明らかになり、ニューカマーの外国人学校における日本

語教育は、自己変革・社会変革のために子どもがエスニック・コミュニティと地域社会の

間の架け橋となる可能性を示唆した（図１）。このことから、本論文では、外国人学校の日

本語教育の構築に向け、①日本語教育の理念を掲げたこと、②それを本実践において地域

社会に働きかけることまでには至らなかったが、児童生徒の学習する意欲の変化や日本語

の授業の施策によって社会に働きかける体制を整えることができたこと、③本実践におい

てエスニック・コミュニティの構成員である子どもの親に日本語の授業によって子どもが

働きかけることができたことがいえる。しかし、外国人学校の日本語教育の理論に基づく

方法とし、理論研究において総合学習を基礎においた日本語教育を提案したが、本実践に

おいては具現化するまでには至らなかった。今後は外国人学校における日本語教育の理念

に基づいたさらなる実践研究による検討が必要である。 

今後もニューカマーのために外国人学校における日本語教育の研究を進めていきたい。 
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